
  　 　 　 　 　 　 　 　

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点

0 概算事業費（B（A）+C） 21,948 22,122 22,121 22,422

20,645 20,645 20,645 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度

H26

概　算

人件費

2.50 2.50 2.50 2.50

20,645

1,303 1,477

0 0 0 0 0

1,777
毒物劇物事故

処理剤の備蓄

5ヶ所

6品目

5ヶ所

6品目

1,536 1,544 1,476

1,536

目標 成果 達成状況

毒物劇物事故

対策研修会

1回 1回

項目

H25末

（見込）

Aの

財源

当初予算 1,536 1,544 1,476

　その他（使用料及び手数料）

26要求26要求26要求26要求 26予算案26予算案26予算案26予算案 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越

1,777

合計（A) 1,544 1,476 1,777 0

危害防止運

動

2回 2回

H27

目標

補正予算

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容

３　毒物劇物事故処理剤備蓄補助事業 補助金 毒物劇物事故処理剤の備蓄（5ヶ所6品目） 500 500

（要求）

目指す姿

現状

○平成24年度における毒物劇物の違反件数は、毒物劇物営業者は43件、業務上取扱者は159件あり、適正な取扱い、保管がなされ

ていない。事件・事故についても4件発生している。

○事故処理剤等を使用する事故は近年発生していないが、常に緊急時に対応できるよう体制を整えておく必要がある。

県が関与

する理由

毒物劇物の適正な取扱い、保管がなされ、毒物劇物による事件・事故がない長野県を目指す。

毒物劇物の事故に対応するための処理剤（中和剤等）を備蓄することにより、緊急時に対応できるよう体制を整える。

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

毒物及び劇物取締法

４　食品・医薬品等の安全確保 実施期間 S25 ～

困難県民との協働による実施：

事業番号 04 12 09 事業改善シート （26年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 毒物劇物安全対策費毒物劇物安全対策費毒物劇物安全対策費毒物劇物安全対策費
担

当

課

部局 健康福祉部

課・室 薬事管理課

総合５か

年計画

プロジェクト  E-mail yakuji@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－２　県民生活の安全確保

（指摘事項等） （対応）

年2回の危害防止運動（農薬危害防止運動、毒物劇物及び農薬危害防止運動）を農政部と協力して実施する。

毒物劇物事故対策研修会を年1回開催する。

事故発生時に備え、緊急に必要とされる事故処理剤を確実に備蓄する。

1,476 1,777 0

（予算案）

１　監視指導 直接

・登録・許可等事務電算処理、立入検査

・危害防止運動の実施（2回）

・毒物劇物事故対策研修会の開催（1会場1回）

合計

H25 H26

２　空気呼吸器保守点検 直接

空気呼吸器の保守点検、空気の充填（11ヶ所17本）

空気ボンベの定期的耐圧試験（5保健所5本）

272 264

（当初）

704 1,013


